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今回の主なポイント

2023 決算概要

✓ 減収減益。経常収益386億円（前期比▲33億円）、当期純利益40億円（同比▲10億円）、連結当期純利益42億円（同比▲11億円）。
与信コストと税金費用の増加により最終利益減益。ｺｱ業務純益84億円とﾏｲﾅｽ金利導入以降では最高水準

✓ 貸出金残高は、2.0兆円（同比＋2.5％）と堅調な伸び。ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽや住宅ﾛｰﾝがけん引、貸出金利は底打ち

✓ 有価証券残高は横ばいも、外国債券や投資信託などの含み損処理を実施

✓ 貸出・有価証券を中心にﾘｽｸｱｾｯﾄ627億円増加し、自己資本比率は連結ﾍﾞｰｽ11.29％（同比▲0.35㌽）

中期経営計画 ／ 成長戦略

✓ 中計主要目標5項目は順調に進捗、顧客向けｻｰﾋﾞｽ業務利益も黒字化へ。ｻｽﾃﾅ目標も順調

✓ 2024のﾃｰﾏは「金利ある世界におけるﾄｯﾌﾟﾗｲﾝ増強」と「業務生産性の向上」

・事業性理解を通じたGX/DX支援を主に推進し、中小企業貸出を増強、地域での融資シェア50％を早期に達成へ

・ﾃﾞｰﾀ利活用によるﾄｯﾌﾟﾗｲﾝ向上へ、最大の課題である統合データ基盤構築に着手

・生産性向上に向けて、広域型営業体制への本格移行に加え、生成AIの活用を開始

想定金利シナリオ ／ 2024 業績予想

✓ ﾒｲﾝｼﾅﾘｵは、日銀がｲﾝﾌﾚ目標達成と賃金上昇ﾄﾚﾝﾄﾞを踏まえ、10月に政策金利の追加利上げ（0.25％へ）

✓ 日銀の動向を受け、当行は短期ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄ及び各種預金金利の引上げを想定

✓ 2024は連結当期純利益55億円（前期比＋14億円）。預金利息や人件費等は増加するも、それを上回る貸出金利息・有価証券利息配当
金等の増加でコア業務純益は88億円（同比＋4億円）、与信コスト負担減などから大幅増益を見込む
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前期比

経常収益 420 386 ▲ 34

コア業務粗利益 300 312 12

資金利益 264 279 15

  貸出金利息 173 182 9

  有価証券利息配当金 93 100 7

役務取引等利益 42 46 4

経費（▲） 224 228 4

コア業務純益 75 84 9

除く投資信託解約損益 71 81 10

国債等債券損益 ▲ 54 ▲ 12 42

2 ▲ 4 ▲ 6

業務純益 19 76 57

臨時損益 41 ▲ 10 ▲ 51

9 18 9

 株式等関係損益 49 8 ▲ 41

経常利益 60 66 6

特別損益 0 ▲ 2 ▲ 2

9 23 14

当期純利益 51 40 ▲ 11

与信関係費用 11 15 4

 不良債権処理額（▲）

一般貸倒引当金繰入額（▲）

法人税等（▲）

単体（億円） 2022 2023

業績

4

項目別の前期比増減 （単体、億円）

前期比

当期純利益 7.8 4.6 ▲ 3.2

いわぎんリース 4.1 1.6 ▲ 2.5

いわぎんディーシーカード 0.7 0.3 ▲ 0.4

いわぎんクレジットサービス 1.9 1.9 0.0

いわぎんリサーチ＆コンサルティング 0.9 0.6 ▲ 0.3

manordaいわて 0.3 0.0 ▲ 0.3

　いわぎん未来投資            - ▲ 0.0 ▲ 0.0

連結調整(※)後の当期純利益 2.7 1.6 ▲ 1.1

2023グループ会社（億円） 2022

※ 配当金などを調整

前期は引当金の税金費用調整の特殊要因有。貸出金・有価証券・役務が増収、コア業務純益はマイナス金利導入以降最高

プラス マイナス

資金利益 15

中計 実績 中計比 前期比

経常利益 64 57 69 12 5

53 40 42 2 ▲ 11連結当期純利益

2022連結（億円）
2023
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平残推移

2,064 
2,522 

2,825 

1,000

2,000

3,000

2022 2023 2024

2023は法人・個人向けが増加。2024は堅調なストラクチャードファイナンス・住宅ローンを軸にSFを除いた中小企業貸出
を増強させていく。政策金利の引上げを想定し貸出金利も反転へ

貸出金平残

貸出金

5

前期比

人格別 19,767 20,556 21,069 513

 法人 11,293 11,960 12,429 469

 個人 4,942 5,082 5,204 122

 地公体 3,531 3,513 3,435 ▲ 78

種類別

 中小企業等(SF除) 5,529 5,530 5,712 182

 ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ 2,064 2,522 2,825 303

 個人ローン 5,083 5,238 5,366 128

住宅ローン 4,749 4,891 5,006 115
　

貸出金利回り 0.87% 0.88% 0.94% 0.06%

貸出金利息額 173 182 198 16

2024（億円） 2022 2023

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ（平残）

（億円）

10,901 11,087 11,293 11,960 12,429 

4,378 4,707 4,942 
5,082 5,204 

3,422 3,437 3,531 3,513 3,435 
18,702 19,232 19,767 

20,556 21,069 

5,000

10,000

15,000

20,000

2020 2021 2022 2023 2024

(億円)
地方公共団体 個人 法人

短プラ連動, 

27.8%

市場性連動, 

16.4%
選択型固定, 

6.5%

固定性, 

49.3% 金利別割合
（2023末）

感応度 高
〃 低

0.92 0.89 0.87 0.88 0.94

2020 2021 2022 2023 2024

（％）

利回り
推移
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2023は個人・法人ともに増加も、2024は総体で横ばいを見込む。近年、流動性割合が高まっており、現在は7割。8年ぶ
りの普通預金金利引上げなどで預金利息は増加

預金等平残

預金等

6

前期比

人格別 34,044 34,385 34,325 ▲ 60

 個人 22,229 22,494 22,689 195

 一般法人 7,225 7,400 7,275 ▲ 125

 公金 4,415 4,348 4,220 ▲ 128

 金融 173 142 140 ▲ 2

科目別

 流動性 22,230 23,108 23,075 ▲ 33

 定期性 9,867 9,455 9,481 26

外貨預金 29 21 18 ▲ 3

譲渡性預金 1,831 1,800 1,749 ▲ 51
 

預金等利回り 0.003% 0.002% 0.057% 0.055%

預金等利息額 1.2 0.9 19.5 18.6

2024（億円） 2022 2023

20,903 21,659 22,229 22,494 22,689 

7,018 7,293 7,225 7,400 7,275 

4,000 
4,249 4,415 4,348 4,220 172 

186 173 142 140 32,094 
33,388 34,044 34,385 34,325 

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2020 2021 2022 2023 2024

（億円）
金融機関 公金 一般法人 個人

流動性, 

70.9%

定期性, 

29.1%

科目別割合
（2023平残）
外貨、譲渡性除き

平残推移

個人, 

65.4%

一般法人, 

21.5%

公金, 

12.7%
金融機関, 

0.4%

人格別割合
（2023平残）
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2023は預り資産で保険販売が堅調、ストラクチャードファイナンスの大口手数料等もあり、増収。2024はこれらの効果
が落ち込むものの、為替手数料改定や地公体手数料の見直しなどで、横ばいを見込む

役務取引等利益

役務

7

前期比

役務収益 81 85 85 ▲ 0

為替・代理事務等 53 54 59 4

為替手数料 20 21 24 3

代理事務手数料 12 12 12 0

個人（主要2項目） 25 25 23 ▲ 2

　預り資産 21 21 19 ▲ 3

住宅ﾛｰﾝ 4 3 4 1

法人（主要2項目） 3 6 3 ▲ 3

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ 2 5 2 ▲ 3

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ 1 1 1 0

役務費用（団信、保証料 等） 38 38 39 1

役務利益 43 46 45 ▲ 1

ﾘｻｰﾁ＆ｺﾝｻﾙ売上(※） 4 4 4 0

2024（億円） 2022 2023

※ M＆Ａ、事業承継、人材紹介等 法人関連が主

個人(主要2項目)

21 21 19 

4 3 
4 

25 25 
23 

0

10

20

2022 2023 2024

住宅ローン

預り資産

2 

5 

2 

1 

1 

1 

3 

6 

3 

0

4

2022 2023 2024

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ

（億円）

（億円）

20 21 24 

12 12 12 

21 22 
23 

53 54 
59 

0

20

40

60

2022 2023 2024

その他（※）

代理事務手数料

為替手数料

（億円）

※ ATM手数料 等

為替等

法人(主要2項目)
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1,967 
2,092 2,192 

2,447 2,400 

390 
378 

332 

284 300 

785 

915 858 

899 910 
3,144 

3,386 3,383 

3,631 3,610 

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

2020 2021 2022 2023 2024

（億円）
投資信託 公共債 保険

円安や海外金利上昇の影響により、外貨建て保険販売が堅調。投資信託はネット購入額が販売額の大半を占める。

2024は海外金利低下が見込まれ、保険は減少見込み。投資信託は積立型拡販により、残高を積み上げていく

※保険：有効契約残高

残高（末残）

預り資産

8

前期比

種類別残高 3,383 3,631 3,610 ▲ 21

 投資信託 858 899 910 11

 公共債 332 284 300 16

 保険 2,192 2,447 2,400 ▲ 47

2024（億円） 2022 2023

前期比

種類別販売額 647 749 690 ▲ 59

 投資信託 254 325 360 35

 公共債 58 89 80 ▲ 9

 保険 334 335 250 ▲ 85

2024（億円） 2022 2023

販売額

末残推移

15.8 
24.7 29.8 

42.1 

59.0 

2019 2020 2021 2022 2023

投資信託

ネット購入割合
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210 176 104
1

▲ 94

147 210
192

183
326

▲ 29

76

9

▲ 68

10

328

463

306

116

243

▲ 200

0

200

400

600

2019 2020 2021 2022 2023

債券 株式 その他（投資信託等）

2,014 1,769 1,789 1,772 
2,595 

3,438 3,282 3,002 2,812 
2,693 

3,034 3,297 3,240 3,459 
3,700 

236 225 201 206 213 
1,206 1,124 1,193 1,173 

1,058 
1,475 1,622 1,544 1,497 

1,646 

11,726 11,669 10,972 10,921 
11,907 

0

3,000

6,000

9,000

12,000

2020 2021 2022 2023 2024

(億円) 国債 地方債 社債 株式 外国証券 その他証券

2023はﾄﾞﾙ建債券や投資信託などの含み損を処理しつつ、一部政策保有株式を売却。2024はﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ全体に占める国債の
ｳｴｲﾄを高めながら、ｱﾛｹｰｼｮﾝの最適化に取組む計画

（億円）

有価証券平残（※短期社債除く） 平残推移（※短期社債を除く）

有価証券

9

有価証券評価差額（年度末）

前期比

種類別 10,972 10,921 11,907 986

 国債 1,789 1,772 2,595 823

 地方債 3,002 2,812 2,693 ▲ 119

 社債 3,240 3,459 3,700 241

 株式 201 206 213 7

 外国証券 1,193 1,173 1,058 ▲ 115

 その他証券 1,544 1,498 1,646 148

売却損益 ▲ 4.7 ▲ 3.1 ▲ 5.0 ▲ 1.9

 国債等債券 ▲ 54.4 ▲ 12.1 ▲ 5.0 7.1

 株式等 49.7 8.9 0.0 ▲ 8.9

有証配当利回り 0.85% 0.90% 0.91% 0.01%

有証利息配当額 93.8 100.7 108.7 8.0

2024（億円） 2022 2023

4.75 5.11 5.08 4.77 4.64

4.00

6.00

2019 2020 2021 2022 2023

デュレーション
（年）
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4
▲ 5

2
▲ 4

37

16 9
20 8

42

10
11

15

▲ 10

10

30

2020 2021 2022 2023 2024

（億円） 不良債権処理額（個別貸倒引当金等）

一般貸倒引当金繰入額

2023は大口与信先の業態悪化に伴い、不良債権処理額が嵩み、総体で前期比＋４億円。ゼロゼロを含むコロナ関連融資
は8割以上で返済進捗しており、現時点で大きな懸念なし

与信費用

不良債権比率

与信費用・不良債権

10

不良債権(年度末)

46 53 42 57 87

270
352 371 338

34873

52 42 61
79390

458 456 457
515

0

200

400

2019 2020 2021 2022 2023

(億円)

破産更生等債権 危険債権 要管理債権

2.12

2.38

2.31

2.23

2.42

2.0

2.5

2019 2020 2021 2022 2023

(％)

コロナ関連融資（ｾﾞﾛｾﾞﾛ、関連融資制度含み）

343 426 492 

401 279 121 

744 705 
613 

0

300

600

900

2021 2022 2023

据置中

返済開始済

年度末残高

（億円）
✓ 条件変更対応の残高

約70億円

✓ 返済緩和や元金据置の
割合が高い業種

・宿泊業

・運輸業

・飲食業

条件変更
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124 123 121 124 126 

99 96 91 
91 97 

15 12 
12 12 

12 

239 
233 

224 228 
236 

0

50

100

150

200

250

2020 2021 2022 2023 2024

(億円) 税金 物件費 人件費

2023は2022年比約4％の賃上げを実施したことから、人件費増加。2024は2年連続となる賃上げに加え、AIなどのデジタル
施策や人的資本など成長に向けた投資を積極化させる計画。OHRは70％台前半を目指す

※ 人件費は臨時処理分を除く

経費

77.3

75.0 74.8 

73.0 

70.0

75.0

80.0

2020 2021 2022 2023 2024

(％)

OHR

経費

11

従業員（年度末）

1,434 1,430 1,411 1,366 1,340 

186 167 196 196 193 

410 389 448 423 432 

2,030 1,986 2,055 1,985 1,965 

0

1,000

2,000

2019 2020 2021 2022 2023

行員 嘱託・特別嘱託 パートタイマー等(人)

72％以下
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想定する今後の金利シナリオ

12

インフレ目標達成と賃金上昇トレンドにより、日銀は10月に追加利上げ実施する想定をメインシナリオへ

24/1～3 4～6 7～9 10～12 25/1～3

国内

政策金利 0.0 - 0.1 0.0 - 0.1 0.0 - 0.1 0.25 0.25

5年国債 0.16 - 0.39 0.20 - 0.60 0.20 - 0.60 0.30 - 0.80 0.30 - 0.80

10年国債 0.57 - 0.78 0.50 - 1.20 0.60 - 1.30 0.60 - 1.40 0.60 - 1.40

海外

米 FFレート 5.25 - 5.50 5.25 - 5.50 5.00 - 5.25 4.75 - 5.00 4.50 - 4.75

米 10年国債 3.87 - 4.32 3.70 - 4.70 3.50 - 4.50 3.50 - 4.50 3.50 - 4.50

短期ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄ 1.975 1.975 1.975 2.125 2.125

普通預金金利 0.001 0.020 0.020 0.100 0.100

(％、ﾚﾝｼﾞ・期末値)

0.1
0.25

0.67
1.00

5.5

4.75

4.09
4.00

23/4Q 1Q 2Q 3Q 24/4Q

政策金利 10年国債

米 FFレート 米 10年国債

※ 金利は上限値、国債は中央値

メインシナリオ 24/10に追加引上げ

【普通預金金利の推移（％）】

0.100 

0.001 

0.100 

0.200 

0.040 
0.020 

0.001 
0.020

0.100 

【短期ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄの推移（％）】

1.875 

2.125 

2.375 

2.175 

1.975 

2.125 
ﾏｲﾅｽ金利導入

量的緩和・ｾﾞﾛ金利解除
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前期比

経常収益 386 404 18

コア業務粗利益 312 322 10

資金利益 279 289 10

　貸出金利息 182 198 16

　有価証券利息配当金 100 108 8

　預金利息（▲） 0 19 19

役務取引等利益 46 45 ▲ 1

経費（▲） 228 234 6

コア業務純益 84 88 4

国債等債券損益 ▲ 12 ▲ 5 7

▲ 4 0 4

業務純益 76 83 7

臨時損益 ▲ 10 ▲ 5 5

18 8 ▲ 10

株式等関係損益 8 0 ▲ 8

経常利益 66 78 12

特別損益 ▲ 2 ▲ 0 2

当期純利益 40 55 15

与信関係費用（▲） 15 8 ▲ 7

前期比

経常利益 69 79 10

42 55 13

2024

連結（億円）

単体（億円）

親会社株主に帰属する当期純利益

2023 2024

2023

不良債権処理額（▲） 

一般貸倒引当金繰入額（▲） 

業績予想（メインシナリオに基づく）

前期比

当期純利益 4.6 3.3 ▲ 1.3

いわぎんリース 1.6 1.8 0.2

いわぎんディーシーカード 0.3 0.1 ▲ 0.2

いわぎんクレジットサービス 1.9 1.2 ▲ 0.7

いわぎんリサーチ＆コンサルティング 0.6 0.2 ▲ 0.4

manordaいわて 0.0 0.0 0.0

　いわぎん未来投資 ▲ 0.0 ▲ 0.0 ▲ 0.0

連結調整(※)後の当期純利益 1.6 0.3 ▲ 1.3

2024グループ会社（億円） 2023

※ 配当金などを調整
13

預金利息や人件費等経費は嵩むが、コアである貸出・有価証券が増加、与信コスト負担減から55億円へ大幅増益予想

プラス マイナス項目別の前期比増減 （単体、億円）

資金利益 10



中期経営計画等 進捗状況
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中期経営計画/長期ビジョン

当期純利益100億円、ROE5%の到達に向け、自己資本の有効活用と事業ポートフォリオの変革で、利益成長軌道をつくり出す

～2032年度2023年度 ～ 2025年度

第21次中期経営計画～地域価値共創プラン～

金融サービス領域の深化 新事業領域への挑戦

「地域社会の持続的成長を
牽引する価値共創カンパニー」へ

ソーシャルソリューション
ビジネスの高度化

地域を支える盤石な
経営基盤の確立

多様な人材が働きがいを
持ち続ける組織づくり

主要計数目標（2025年度）

✓ 連結当期純利益 70億円

✓ 連結ROE 4％以上

長期目標

～2030年度（SDGsゴール）

✓ ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙﾌｧｲﾅﾝｽ 5,000億円
（累計実行額）

✓ GHG排出削減(ｽｺｰﾌﾟ1,2) ﾈｯﾄｾﾞﾛ
～2032年度

✓ 連結当期純利益 100億円

✓ 連結ROE 5％以上

55 
42 38 

29 
41 

54 
42 

55 
70 

100 

3.3

2.4 2.2
1.6

2.3

3.0

2.3

3.0

4.0

0

2

4

6

20

40

60

80

100

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2032までに

連結純利益（左軸）

連結ROE（株主資本ﾍﾞｰｽ、右軸）

(億円)

(％)

～

5.0以上

✓ 連結自己資本比率 10％程度

✓ OHR(単体) 60％台

✓ 顧客向けｻｰﾋﾞｽ業務利益

10億円以上

【純利益・ROE推移（連結）】

×
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中計/長期目標の進捗状況

主要目標やサステナビリティ目標は順調に進捗、地域価値共創目標も環境分野は堅調

中期経営計画/長期ビジョン
主要目標

連結ROE（株主資本ベース）

連結自己資本比率

OHR（単体）

顧客向けｻｰﾋﾞｽ業務利益（単体）

連結当期利益

サステナビリティ
目標

当行グループのGHG排出量
（スコープ1,2）

サステナブルファイナンス
実行累計額

1,740億円
(2021以降)

2023
実績

2,826 t-co²
（2013比 ▲63％）

5,000億円

ネットゼロ

2030
計画

地域価値共創
目標

岩手県GHG削減
への貢献

岩手県の
経済成長率

県内総生産（実質）の
対前年度増加率が、

国と同等以上を目指す

2030年度

625 万t-co²
（2013比 ▲57％）

目指す
具体的内容

直近実績

2021

国内：2.8％
県内：0.1％

2020

1,006 万t-co²
（2013比 ▲30％）

16

40億円

2.2％

11.10％

79.2％

▲9.0億円

70億円

4.0％以上

10％程度

60％台

10億円以上

2025
計画

100億円

5％以上

ー

ー

ー

2032までに

長期目標

55億円

2024

3.0％

10％後半

72％以下

黒字化

43億円

2.3％

10％後半

78.5％

▲9.0億円

中計目標 業績予想

42億円

2.3％

11.29％

73.0％

▲0.7億円

実績

2023

中計目標



資本コストや株価を
意識した経営の実践
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｜ 現状評価・分析

4.8 
5.6 

5.1 
4.7

6.3

3.3
2.5 2.2

1.7
2.4

3.0 
2.3

1.0

3.0

5.0

7.0

9.0

11.0

0.94 

0.22 

0.00

0.50

1.00 （株価は年度末）
【連結PBR推移】

株式益利回りに
基づく算定値

約10％

CAPMに
基づく算定値

4～5.5％

株主資本コスト

【連結ROE推移】【株価推移】

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

日経平均（右軸） 岩手銀行（左軸）

長引く低金利環境下等で収益力が低下し、ROEが株主資本コストを上回ることができていない。当行グループの取組みが
市場に十分理解されていないことも要因であると現状分析
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｜ PBR改善に向けたプロセス

RORA引上げ等によるROE向上と資本コスト抑制への取組み、ステークホルダーとの対話強化を好循環させることで企業
価値を向上（PBRの改善へ）

PBR改善

ROE向上

資本コスト
抑制

RORA引上げ

財務レバレッジ
コントロール

業績リスク低減

期待成長率向上

ｿｰｼｬﾙｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの
高度化によるﾄｯﾌﾟﾗｲﾝ向上

自己資本の効率的活用
（自己資本比率10％台の許容）

ステークホルダーとの対話強化、非財務情報の積極的開示

PBR ROE PER

【PBR分解式】

または PBR ROE
1

資本コスト － 成長率

(広義の資本コスト)

ESG経営 × SX（※）経営
の推進

※ ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ・ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ

持続可能な企業を目指した変革

× ×==
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｜ ROE向上に向けたロジックツリー

ROE向上に向け、5つの重点分野ごとに各種施策を実行

ROE
向上

RORA
引上げ

財務
ﾚﾊﾞﾚｯｼﾞ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ

収益力強化

ﾘｽｸｱｾｯﾄの積上げ 地域ｼｪｱ向上、中小企業貸出の強化 Ｐ26,27

役務取引等の強化 ﾃﾞｰﾀ利活用の強化、資産形成・ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄ Ｐ28,29

ｱｾｯﾄｱﾛｹｰｼｮﾝ変革 有価証券再構築、ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ強化 Ｐ30

生産性の高い業務体制 広域営業体制移行、生成AI導入 等 Ｐ31

新事業領域の拡大 外部連携、GX推進 等 Ｐ32,33

コスト
コントロール

経費ｺﾝﾄﾛｰﾙ 店舗コスト圧縮、人的資本強化 等 Ｐ36

与信費用ｺﾝﾄﾛｰﾙ 大口信用供与の回避、ｱﾗｲｱﾝｽ活用 等 Ｐ32

株主還元の充実
確実な配当の遂行 配当性向30％程度を目安 Ｐ38

自己株式取得 機動的な自己株取得 Ｐ38

最適な資本配分
戦略的な配賦 ｿｰｼｬﾙｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽへの重点配置 Ｐ21

積極的な活用 ｴｸｲﾃｨﾌｧｲﾅﾝｽの充実 Ｐ34

当期純利益

株主資本

当期純利益

ﾘｽｸｱｾｯﾄ

ﾘｽｸｱｾｯﾄ

株主資本

リスクアセット
コントロール

収益性と健全性
の両立

自己資本比率10％を許容 Ｐ22
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｜ キャピタルアロケーション

「成長投資」、「適正な自己資本水準の確保」、「株主還元の充実」の3つをバランスよく運用し企業価値向上を実現

連結自己資本比率の推移

12.10 

11.83

11.62

11.64 11.29

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

(％)

10％程度

成長投資

適正な
自己資本

株主還元
の充実

企業価値の
向上

資本戦略の基本的な考え方

連結自己資本比率10％程度を

許容

震災などの有事を考慮しつつ、公共
性・健全性確保の観点から、適正な
自己資本を確保

オーガニック

業務別収益分析に基づく採算性確保と成長分野への経営資源投入

インオーガニック

環境ビジネスなど、地域の強みを生かす事業領域拡大とエクイティ
投資を通じた新ビジネス創出

配当を基本とした還元

安定配当を維持しつつ、配当性向
30％を目安。柔軟かつ機動的な
自己株式の取得

連結自己資本比率の目安を「10％後半」とし、ﾘｽｸｱｾｯﾄの積上げと成長分野へ

キャピタルアロケーション

連結自己
資本比率

11.29
％

連結自己
資本比率

10％後半

利益
55億円

配当
▲17億円

ﾘｽｸｱｾｯﾄ増加
戦略的投資

ﾊﾞｰｾﾞﾙⅢ最終化
等

2023 2024

10％後半
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｜ リスクアセットコントロール

自己資本比率10％程度を許容しつつ、リスクアセット増加へ。増強余地は十分にある

14,830 15,091 
15,718 

12,500

13,500

14,500

15,500

16,500

17,500

2021 2022 2023 2024 2025

部門別RORA・リスクアセット(ストック含み)

(億円)

リスクアセット（連結）推移

2,196 2,112 

3,729 3,896 

3,437 3,541 

1,789 1,863 

11,151 11,413 

2022 2023

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ

個人

中小企業等

大中堅

貸出金
ﾘｽｸｱｾｯﾄ
（億円）

1,675 1,858 

657 
750 

201 
208 324 
457 

2,858 
3,274 

2022 2023

その他

株式

投資信託

円建債券

有価証券
ﾘｽｸｱｾｯﾄ
（億円）

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ、法人向け貸出の増強に注力

円の大きさ
リスクアセット(億円)

●：2023(速報値) ：将来ｲﾒｰｼﾞ

0

50

100

0.0% 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

粗利益
(億円)

RORA

法人向け貸出
(SF除き)

有価証券

住宅
ローン

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ

2023 RORA 粗利益 ﾘｽｸｱｾｯﾄ

法人貸出 1.4 85 5,876

ＳＦ 1.5 27 1,864

住宅ローン 1.0 33 3,447

有価証券 2.9 94 3,274

粗利益：収益ー（調達ｺｽﾄ＋団信費用等）
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｜ 資本コスト抑制への取組み

資本コスト抑制へ3つの観点で取組みを強化

資本
コスト
抑制

期待成長率
向上

業績リスク
低減

地域経済の活性化
（地域価値共創目標への取組 等）

持続可能な経営の確立
（対外評価の向上 等）

環境変化に対応した経営
（安定した業績の計上 等）

ESG/SX経営の実践で資本コスト抑制へ

環境変化に対応した経営

持続可能な経営の確立

地域経済の活性化

△ 40.0

△ 20.0

0.0

20.0

40.0

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

連結当期純利益の業績予想乖離率

上方修正ライン

下方修正ライン

業績予想に対する利益の振れ幅をコントロール 地域価値共創目標への取組みで地域経済活性化

職場環境改善
2022～ 3年連続
（経済産業省）

多方面からESGに取組むことで対外評価を向上

J-ｸﾚｼﾞｯﾄ
仲介実績 地域№1

（岩手県）

地域脱炭素を促進する
「面的」取組が評価

（内閣府）

4.9 4.8
4.6

4.6

1.0

△ 1.7 △ 3.0

0.1

4.0

4.5

5.0

△ 5.0

△ 2.0

1.0

2018 2019 2020 2021

県内総生産額（右軸）

国内成長率

県内成長率

(％) (兆円)

県内成長率が国内成長率以上を維持

1,444 

1,173 
1,006 

626 

2013 2019 2020 2030

(万t-co₂)

岩手県のGHG 13年度対比▲57％

～～

現在 ▲30％
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｜人事戦略と事業戦略の融合

人事戦略に長期ビジョン・中計とリンクさせることでROEを向上。「量」「質」「魅力」を掛け合わせる

「人」こそが重要な財産であり、価値の源泉
職員と銀行グループがともに成長を続ける

個人としての成長

自律と挑戦
組織としての成長

人材総活躍
成長を支える環境・風土

多様な個性・価値観の尊重

process | 人事・事業戦略の融合

policy | 人事ポリシー

45.4 46.4 50.0 

26.5 25.3 

28.1 28.3 

202304 202404 早期に

営業人員 内部人員 本部等人員

配置人員割合

広域営業への
移行、AIを活
用した業務生
産性向上など
で、営業人員
割合を増加

目指す形

100名以上

法人ﾋﾞｼﾞﾈｽ
個人ｺﾝｻﾙ
ﾃﾞｰﾀ/ﾃﾞｼﾞﾀﾙ など

（行外でも活躍できるﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ）

主な調査項目

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ （法令・ﾙｰﾙ遵守状況 等）

・仕事 （個人目標の納得感、ﾁｬﾚﾝｼﾞ 等）

・職務負担 （仕事量のｺﾝﾄﾛｰﾙ 等）

・職場 （ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ風土 等）

・上司 （部下育成、評価姿勢 等）

・人事制度 （評価、処遇、異動 等）

・ﾄｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（経営理念の浸透 等）

ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾍﾞｲ

To be | 到達点

中計、長期ﾋﾞｼﾞｮﾝ達成

ROE 5.0％以上

質

目指す形

50％以上

現在

46.4％

量営業人員割合の向上 戦略的人材(※)の育成 魅力ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄｻｰﾍﾞｲの向上

× ×

全従業員

約1,900名
へ実施

・法人・個人・DXを重点分野
とし、各分野で「ベース」
「コア」「専門」の定義付け
を実施予定

・同時に、全従業員のスキル
可視化も実施

戦略的人材

現在スコア

3.59点/5点（2023実施）



成長戦略
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｜ 地域シェアの向上

グループ機能の発揮や外部事業者・団体等との連携を強化することで、包括的ソリューションを一層強化し、岩手県内で融資・
預金シェアで圧倒的存在へ。重要な県外マーケットと位置付ける「両翼（八戸・仙台）」でも活動展開し、シェア拡大へ

事業戦略 資本戦略

当行グループならではの
ESG＆SX経営

多様化・複雑化
するニーズ

M&A・
事業承継

企業・地域

ブランディング

ストラク
チャード

ファイナンス

エクイティ
ファイナンス

サステナブル

ファイナンス

経営
コンサル

資産形成ICT・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

外部機関

ビジネス

マッチング

従業員取引

高齢者取引

再エネ・LBO等

深掘り

脱炭素応援ローン

ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ ﾘﾝｸ ﾛｰﾝ

起業・創業

CVC

ダイレクト

マーケティング
人材紹介

岩手銀行の支援体制

営業店
（地域の営業店が連携）

本部
（直接営業・営業サポート）

グループ会社機能

いわぎんﾘｰｽ

いわぎんｸﾚｼﾞｯﾄｻｰﾋﾞｽ

いわぎんﾃﾞｨｰｼｰｶｰﾄﾞ

いわぎんﾘｻｰﾁ＆ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

manordaいわて

いわぎん未来投資

いわぎん事業創造ｷｬﾋﾟﾀﾙ

外部連携

産学官

同業・異業種

大企業、ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ 等々

融資シェア

46％ 50％

包括的ソリューション

法人ﾒｲﾝﾊﾞﾝｸ比率

43％ 50％

9年後

9年後

預金シェア

51％
さらに
拡大

岩手県

八戸 融資シェア

10％

仙台 融資シェア

4％

県外(両翼)

拡大

拡大
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｜ GX/DXを通じた中小企業貸出の強化

事業性理解を通じた中小企業の成長支援、グリーン営業・生産性向上に向けたデジタル支援等で、中小企業貸出の増強へ

事業内容や成長可能性などを理解するととも

に経営課題を把握

事業性理解

地域特性や
事業内容
の理解

脱炭素社会の実現に向けた域内の課題解決

への活動を通じて、成長・発展へ

優先・実践すべき3つの領域を設定

グリーン営業

優先すべき領域

事業内容
成長可能性

決算書類等 岩手銀行グループ

地域脱炭素社会
に向けた

取組みの深化

再生可能
エネルギー
への投資

外部連携を通じた
新たな経済圏や
付加価値の創出

デジタル化推進による業務改善支援を行い、

お客さまの企業価値を向上。地域のデジタ

ル化促進と気運の醸成も図る

デジタル支援（ ICTｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ ）

業務ﾌﾛｰ
設計

業務移行 定着支援

現状分析 課題抽出
改善策
検討

【課題解決】BPRｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

【定着支援】IT・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ定着支援ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

地公体と連携した利子補給制度拡大や

脱炭素への意識啓蒙による拡大

21 

63 

80 

2022 2023 2024

事業再構築補助金への関与 ICTｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ脱炭素応援ﾛｰﾝ（億円） 中小企業等貸出（平残、億円）

脱炭素支援・ICTｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ・創業
支援などで需資創出し、増加へ

累計実行額

5,529 5,530 

5,712 

6,100 

2022 2023 2024 2025

2023 支援体制整備

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝｻﾙ人材 3名育成
（(社)DIGITAL CAMP）

2024 本格始動（外部連携）

営業店からﾄｽｱｯﾌﾟ 100件

1～11次累計 採択数 割合

岩手県 222 ー

当行 125 56.3％

A地銀 27 12.2％

B地銀 52 23.4％

その他 18 8.2％

新たな事業へ挑戦するお客さまを

積極的に支援

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞ
ﾌｧｲﾅﾝｽ除き
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｜ データ利活用による収益向上

グループ内の豊富な情報活用と金融サービス革新に取組み、トップライン向上を目指す

ｱﾌﾟﾘ（ｱｸﾃｨﾌﾞﾕｰｻﾞｰ数、万人）

機能強化による利便性向上などでユー
ザー数を拡大

13.5
17.2

20.0

20.0

0.0

10.0

20.0

2022 2023 2024 2025

お客さま

チャネル
（ｱﾌﾟﾘ 等）

統合データ
基盤整備行動予測

自動配信

目指す
データ利活用

サイクル
334 346 359 

400 

2022 2023 2024 2025

接点強化

収集・蓄積

分析

お客さま
行動の理解

適切な
アプローチ

ﾃﾞｰﾀの一元管理実現へ

2023  効果的な導入に向けて、行内ワーキ
ンググループによる各種検証を実施

✓ 法人分野
本業関連提案、資金需要予測・業績悪化

✓ 個人分野
ﾏｲｶｰ・ｶｰﾄﾞ等消費者ﾛｰﾝ、預り資産

✓ 生産性向上
計数作成の自動化

2024 基盤構築に着手

2025年度上期から運用開始を目指す

✓ ﾏｲｶｰ等消費者ﾛｰﾝ（平残、億円）

行動予測・自動配信

サイクル実現による収益効果（当行独自試算）

最大12億円程度 ／ 25～29年度の5年間

適切なマーケティングによる収益機会ロスの削減、
計数作成プロセスの効率化によるコスト削減効果、
データ活用による法人、個人向け営業の高度化

✓ 行動を先回りした情報提供の実現に向け、
予測モデリング機能を整備

2023 Auto ML「Data Robot」導入

2024 法人 資金需要ﾓﾃﾞﾙ、消費者ﾛｰﾝの
与信判断ﾓﾃﾞﾙを構築

✓ CXMソリューション導入によるアプリ
プッシュ通知、Eメール自動配信機能を導入

2023 カードローン等トライアル実施

当面の主な効果

タイミングを逃さない提案で利用拡大
1年前倒し

✓計数作成自動化によるｺｽﾄ削減

25～29年度の5年間想定

累計1.1億円

＋α
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住宅業者との連携、融資対象者の拡大、

県外営業エリア拡大等による増強

従業員取引獲得による裾野拡大、非対
面チャネルでの販売拡充

4,749 

4,891 
5,006 

5,000 

2022 2023 2024 2025

3.8 3.9
4.8

5.5

2022 2023 2024 2025
29

資産所得倍増プランに沿い、貯蓄から
資産形成への支援を実施

｜ 資産形成・ライフサポート

積立投信月中振替（億円） NISA口座数（万件）

2.11 2.14 2.13 

2021 2022 2023

各年度3月実績、計画

ライフプラン
共有

安定的な
資産形成

各々のステージに応じた
ソリューション提供

アフターフォロー

想いの
実現

お
客
さ
ま
本
位
の
業
務
運
営

個人のお客さまには、対面・非対面の両面でアプローチのうえ、そのステージに応じたサービスを提供

あらゆる年齢層に対する様々な接点強化
ふやす・そなえる

・NISA、iDeCo
・投資信託、保険、国債、外貨

かりる

・ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ
・ﾃﾞﾋﾞｯﾄｶｰﾄﾞ
・消費者ローン（ﾏｲｶｰ、ｶｰﾄﾞ）
・住宅、学費ローン

のこす

・各種信託（民事、遺言等）
・相続支援

住宅ローン（平残、億円） ｸﾚｼﾞｯﾄ・ﾃﾞﾋﾞｯﾄｶｰﾄﾞ(取扱高、億円)

商品性向上や新規/利用拡大キャン
ペーン実施で拡大

172 176 

192 
200 

2022 2023 2024 2025

各種ｾﾐﾅｰ、金融
ﾘﾃﾗｼｰ講座等

2,520名
（2023）

＋α
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｜ アセットアロケーション変革

有価証券部門：ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの再構築

2,064 

2,522 

2,825 

2,750 

2022 2023 2024 2025

平残推移（億円）

8,031 8,043 
8,988 9,000 

1,194 1,173 

1,058 1,000 
1,545 1,497 

1,646 1,800 201 206 

213 300 
10,972 10,921 

11,907 12,100 

2022 2023 2024 2025

株式 その他証券 外国証券 債券

有価証券ポートフォリオ（平残、億円）

貸出部門：ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽの強化

✓ ｴﾈﾙｷﾞｰ向けPF、LBOﾌｧｲﾅﾝｽの
深掘り
・対象エリアを全国へ拡大

・秋田/岩手ｱﾗｲﾗﾝｽ活用

✓ 不動産ﾉﾝﾘｺｰｽ等の領域開拓

・不動産ﾌｧｲﾅﾝｽへの体制強化
・新領域における人員育成

✓ 仕組ﾛｰﾝ等への継続的取組み

・仕組ﾛｰﾝの計画的な積上げ

有価証券部門は実現損益（ﾈｯﾄ）で100億以上へ。貸出部門では想定どおり、ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽが収益の一つになりつつある

＋α

94 100 109 

▲ 4 ▲ 4 ▲ 5

▲ 7 ▲ 13 ▲ 12
▲ 5 ▲ 3 ▲ 5

78 79 
86 

2022 2023 2024

利息配当金 スワップコスト
外貨調達コスト 売買損益
ネット

有価証券部門実現損益（億円）

✓ 円債を軸としたポートフォリオの構築

・長期金利上昇過程で長期国債を積増し、満期保有目的も一部活用

・金利上昇を待つ間は、ターゲット・バイイング等のオプションなどに

も取組む。SDGs債への投資も継続

✓ エクイティ資産の残高復元

・株価下押しタイミングではインデックスファンドへ、株価高値圏内で

はヘッジファンド投資等でインカム収入確保

・株式は、政策投資売却等を視野に入れつつ、残高維持を目指す

✓ 海外資産等への分散投資継続

・外国債券は入替売買中心に、高格付クレジットへの投資で利回り改善

18 

28 28 

32 

2022 2023 2024 2025

収益（利息＋手数料、億円）

ｴﾈﾙ

ｷﾞｰ, 9.6

仕組系, 

76.5

LBO, 

2.0

不動産ﾉﾝﾘｺｰ

ｽ, 6.0
その他, 5.9

実行額種別割合（％）

2023
実行額

763億円
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｜ 生産性の高い業務運営体制の構築

広域営業体制移行や内部事務レス、生成AI活用による抜本的事務レス等を通じて、生産性の高い経営体質へ

91 
87 86 84 

2020 2021 2022 2023

5.8 6.0 
6.6 

7.6 
8.3 

2019 2020 2021 2022 2023

店舗実拠点数(年度末、カ所) ATM(年度末、店舗内外、台数) 労働生産性(1人あたり、百万円)

447 
414 397 

365 

2020 2021 2022 2023

B支店 C支店 D支店

A支店 2023 4地域 移行

2025までに

計25地域 移行予定

サテラ
イト店

サテラ
イト店

人員・業務を集約

店舗機能維持

営業店ﾀﾌﾞﾚｯﾄ活用状況

事務レス

• 簿書や帳票の廃止
• 事務フローの効率化

バックレス

• 事務の本部集中拡大
• 現金整理業務の見直し

ペーパレス

• タブレット機能の追加
• イメージファイリング

活用

地域統括型営業体制への移行 内部事務（営業店）の3レス実現

✓ 新規口座申込 91％(約1.5万件)

✓ 住所変更等 91％(約2.6万件)

（2023、総数に占める割合）

体制
イメージ図

（貸出金利息＋役務利益‐預金等利息‐経費
＋人件費＋減価償却費）÷従業員

アプリ等デジタルシフトが進んでおり、
店舗外を中心に適正化が進捗

地域統括型営業体制への移行に
合わせた適正化

× ×

生成AIの活用

As is（現状認識）

業務多様化から、本部各セクション
に相応の事務「人」員を配置

To be（ありたい姿）

生成AIの導入・活用で行内事務を積
極的に「AI」へ置き換える

• CoEを設置済み

• 2024年度中に
AI実装、運用開始

相続業務の集中化に向
けたﾃﾚﾋﾞ窓口導入。広
域営業移行に連動し、
ｻﾃﾗｲﾄ店へ順次導入

（現在 4カ店）
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｜ 外部連携

各分野で想定どおり進捗

2022 2023 2024 2025 2026

目標

実績

両行合計

目標30億円以上

既存事業の深堀り

✓ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽへの取組
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ分野やPFI事業
向けを中心に進捗

✓ 外部セミナーの共同開催

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾐﾅｰの開催 158名参加

次世代経営者向けの合同講座 33名参加

構造改革

✓ ｺｽﾄ構造改革・共同化の推進
（電子帳票の内製化、業務委託の共同化 等）

新事業領域の開拓

✓ 地域商社連携による海外販路拡大
（台湾での有力ﾁｬﾈﾙを通じた両県県産品のPR 等）

(累計、億円) 岩手銀行 秋田銀行 合計

契約額 184 299 484

実行額 132 209 342

収益額 1.7 2.4 4.1

累計目標・実績推移

✓ 協創力育成プログラムの実施

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝに関する知識を身に付け、
他企業社員と協働し、地域課題解決
に向けたｱｲﾃﾞｨｱを創出

✓ 「食とｴﾈﾙｷﾞｰの総合産地化」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの共同推進

AIｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟのJDSC（本社：東京都）を加えた3社が連携のうえ、小規模
農地におけるAIやﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽを活用したｽﾏｰﾄ農業の実証実験を本年度に
開始し、次年度以降、営農型太陽光発電（ｿｰﾗｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ）へ取組拡大予定

NTT東日本（2022/7、地域の未来づくりに向けた連携協定）

✓ 岩手県物産展を共催

・2024／1、東京都にある明治安田
生命ビルにて、岩手県産品の販売、
観光PR等を実施。多くの来場者で
賑わう

明治安田生命（2022/8、地方創生に関する連携協定）

秋田銀行（2021/10、秋田・岩手アライアンス）

2023までの
累積実績

（両行合計）

6.5億円

2020開始後、4ｼﾘｰｽﾞ実施

県内企業 63社／104名 参加

3時間イベントでの売上高

100万円以上
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｜ 新事業領域の拡大

既存コア事業領域

規制
緩和
領域

企業価値

価値共創カンパニーへの道筋

銀 行 カード
コンサル・
リサーチ 投資ファンドリース

他業
領域

CVCファンド

再エネ関連事業

現在地

各種ファンド

起業家育成

農業分野

不動産分野

データビジネス

観光ビジネス

「地域版投資銀行」として、エクイティファンド規模は65億円へ拡大。再エネ関連事業、CVCに続く新事業・新サービス
を生み出すため、インキュベーションプログラムを開始。CVC投資先との協業なども積極化し、持続的な収益拡大へ

グループ事業領域
の深化・拡大

事業領域拡大戦略

・M&A ・CVC

・オープンイノベーション

・JV ・アライアンス 等

2023/8

2023/10

30億円組成

2023/6 ＋10億円組成

4ﾌｧﾝﾄﾞ/35億円規模



ESG/SX経営
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｜ GX推進

ガバナンス

✓ サステナビリティ推進委員会 2回開催（2023）

【主な協議事項】
・有価証券報告書における「ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ開示」結果、今後
・ｸﾞﾙｰﾌﾟGHG排出量、ｽｺｰﾌﾟ3の現状 ・ｸﾞﾙｰﾌﾟGHGｾﾞﾛへの施策
・日銀気候変動ｵﾍﾟ対応方針 ・市場運用に係る投資表明方針
・ｼﾅﾘｵ分析の対象拡大 ・連携地公体との取組状況 等

戦略

✓ 地域の脱炭素を先導すべく、独自のGX経営を実践
・地元で生産した再エネ電力へ切り替え

✓ 気候変動シナリオ分析 「CRIS」使用
・移行リスク 16億円 ・物理的リスク 16億円
ｼﾅﾘｵ（2050年ﾈｯﾄｾﾞﾛ） （IPCC4℃）

✓ マイナス影響を与えるセクターへの融資方針

リスク管理
✓ ALM委員会での再エネ関連融資への取組方針等協議
✓ 信用リスク委員会での気候関連リスクの統合的管理

指標と目標

✓ 当行グループGHG排出量の削減（2023）

2,826t-co²（2013対比 ▲63％）

～2030(ｽｺｰﾌﾟ1,2 ﾈｯﾄｾﾞﾛ)、～2050(＋ｽｺｰﾌﾟ3 ﾈｯﾄｾﾞﾛ)

✓ 貸出金に占める炭素関連資産 22.8％（2023）

※ エネルギー、運輸、素材・建築物、農業・食料

✓ サステナブルファイナンス実行累計額

1,740億円／目標5,000億円（進捗34.8％、2021～2030）

2021からスタートしたカーボンクレジット販売支援は、森林のグリー
ンから始まり、2023にブルークレジットも加え、実績は拡大

今後は、岩手に広がる水田を活用した農業由来のクレジット創出販売
支援なども手掛け、環境ビジネスのラインナップを充実させることで、
地域の脱炭素を先導

TCFD提言への対応連携している地公体のサポート

様々なカーボンクレジットの創出販売支援

2022/4、矢巾町を皮切りに現在では県
内11市町村へと拡大。各地域特性や状況
に合わせて、伴走支援を実施

・基本計画策定等のアドバイス
・域内施設のLED化サポート
・脱炭素関連融資の利子補給策定
・域内事業者への温室効果ガス可視化

サービスの斡旋
・新たなクレジット創出方法の紹介 等々

✓ ｸﾚｼﾞｯﾄ仲介累計実績（ﾄﾝ）

1,346 
2,425 2,625 

109

2021 2022 2023

ブルー
グリーン

取組状況

岩手県の水田面積

4.6万ha の活用

(東京23区の0.7倍）

ｸﾚｼﾞｯﾄ創出潜在量

16.6万ﾄﾝ

今後の取組

地域のフロントランナーとして脱炭素を先導・サポートするだけでなく、当行グループ自身のGXを推進
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｜ 外部でも通用する人材育成へ

キャリア形成

女性活躍推進法などに基づいた指標

社内環境整備

「目指す組織像」「求
める人材像」に基づく
期待/役割（ｷｰﾜｰﾄﾞ）

・地域/お客様のため
に考え、行動する

・一人ひとりの力を
掛け合わせる

・職員頑張りを後押し

・自考、実践、成長

・失敗を恐れずに挑み、
やり遂げる

・認め合い、成長する

34.5 

100.0 
108.3 

2021 2022 2023

男性育休取得率（％）

・グループ内留学制度の活性化
・デジタル人材の行内資格制度創設

55 61 
80 

100 

2021 2022 2023 2024

人材育成投資（百万円）

14.6 14.9 
16.0 

2021 2022 2023

女性管理職比率（％）

健康経営への取組み（2023）

・習慣的な運動実施率

20.2％（目標20％以上）

・健康診断等を踏まえた再検査受検率

94.7％（目標90％以上）

D&Iへの取組み（2023）

・役席者の新規登用女性割合 31.0％

（2024年度までの目標30％以上）

（2025年度以降の目標40％以上）

人材育成

マネジメント
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

上級管理職
P1 M1

P2 M2

主事 P3 M3

副主事 P4 M4

主査 P5

上級書記 A1

書記
A2

書記補

新制度旧制度

従来のマネジメント一本から、プロフェッショナルを本流としたキャリア
形成の複線化へ

行内はもとより、行外においても通用するプロフェッショナルを育成する

全職員がプロフェッショナルを目指し、外部でも通用する人材を育成していく。D&Iへの取組みも推進

成功のみならず、
失敗を含めた

業務経験

研修など
による

成長機会

リフレクションと
周囲の関わり

1on1
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ×

経験成長サイクル促進自律的なキャリア形成

WILL
やりたい

CAN
できる

MUST
するべき

ｽｷﾙﾏｯﾌﾟ
ｷｬﾘｱﾏｯﾌﾟ

1,277 

2,100 

2022 2023

研修受講者数（人）行員1人あたりの研修（時間）

取得者／
子が誕生した職員

13 14 
19 

2021 2022 2023
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｜ ステークホルダーとの対話強化 等

取締役会において、個別銘柄毎に目的の適切性や保有リスクなどを検証

政策保有株式域内外ステークホルダーとの対話

276

212 

122 115 101 
144 

57 47 
38 

31 
29 28 

0

20

40

0

100

200

300

2014 2017 2020 2021 2022 2023

金額 銘柄数
(億円) (件)

銘柄数と時価金額の推移（上場株式）年度末

14.3
10.4 

6.0 5.9 5.4 
7.2 

4.0

8.0

12.0
(％)

～
～

～
～

純資産に対する割合

域内向け

例年6～8月にかけて、
県内外で地域IRを実施

2023 参加者数

約1,700名/13会場

域外向け

・株主、機関投資家とのワンオンワン 30回（2023）

・アナリスト向け、全国個人投資家向けIR 各1回（2023）

・海外投資家向け 決算説明会等の英訳配信開始（2023）

対話の主なテーマ
・資本収益性の向上 ・PBR認識、向上策
・自己資本を活用した成長戦略 ・株主還元
・ESGへの取組 ・既存領域、新領域への取組
・ガバナンス態勢の高度化 ・岩手県の成長可能性

取締役会への報告、全役職員間で共有

取締役の構成

2022/6 2023/6
2024/6
（予定）

取締役 15 15 12
社内 9 9 6
社外 6 6 6

うち女性 2 2 2

女性比率

16.6％

社外比率

50.0％

独立性や多様性を確保しつつ、同規
模地銀状況等を勘案し、ｽｹｰﾙ適正化

当行グループへの理解を深めていただくため、様々な形で対話を充実。政策保有株も縮減が進捗
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｜株主還元

株主還元方針
✓ 安定配当70円を維持しつつ、親会社株主に帰属する当期純利益に対する配当性向30％を目安
✓ 市場動向、業績見通しなどを勘案のうえ、柔軟かつ機動的な自己株式の取得を実施

株主還元実績・推移

銀行業として公共性と経営の健全性確保の観点から、内部留保の充実を図るとともに、株主の皆さまへ安定的な配当を
継続するとの基本的な考え方を維持

11.0 11.0 11.9 10.6 11.5 12.4 12.4 12.5 12.5 12.4 10.5
13.9 15.6 13.7

17.0

5.7
1.3

26.4

9.8 4.7

60 60
65

60
65

70 70 70 70 70
60

80
90

80

100

0

20

40

60

80

100

120

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

配当金総額（億円） 自己株取得総額（億円） 1株あたり配当金（円）

配当性向
(％)

99 22 18 13 15 17 12 22 29 32 36 33 28 32 31

連結純利益
(億円)

11 49 64 77 73 71 101 55 41 37 28 41 53 42 55

イベント 東日本大震災 アベノミクス マイナス金利 コロナショック 金利正常化

22/3 株主還元方針策定
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｜TOPICS 「岩手異彩化プロジェクト」への関与

ヘラルボニー社の「異彩の力で産業を創り、社会を前進させる」という地域開発ソリューションへ積極的に関与し、
共に創り上げることで、岩手の可能性を引き出す

岩手異彩化プロジェクト（2024～2026）

「異彩の力で産業を創り、社会を前進させる。」をプロ
ジェクトのミッションとし、地域企業との協働により、
アートを使ったまちづくりを行う。様々なイベントを通じて、
全国/世界にも「岩手」を発信

【共に取り組んでいく内容】
・「岩手」をテーマにした唯一無二のオリジナルアート作成
・地元スポーツチームとの連携イベント
・地元文化や伝統行事の活性化
・域外へのイベントPR

【2024年度活動予定】
・オリジナルアート作成
・既存アートを利用した地域活性化

ヘラルボニー社の原点である
松田翔太さん（代表者の実兄）の

「じゆうちょう」には、
当行の文字も記されていました。

株式会社 ヘラルボニー

福祉を起点に新たな文化の創出を目指す、福祉実験
カンパニー。知的障害のある作家とアートライセン
ス契約を結び、様々な形で異彩を社会に送り届け、
福祉領域の拡張を見据えた多様な事業を展開



APPENDIX
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主要エリア ｜ 岩手県の状況

岩手県は、県内各エリアにそれぞれの特徴を有す

岩手県「いわて統計白書2024」

県央エリア IT・医療関連産業と観光資源

✓先進技術が集積

大学等研究機関、ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
など多くの技術が集約

✓観光資源

「2023年 行くべき52か所」
に選出された盛岡(NYﾀｲﾑｽﾞ）

赤ﾚﾝｶﾞ入館者 19万人
（前年度比 2.4倍）

県北エリア 豊かな地域資源と豊富な再エネ

✓地域資源（第1次産業）

チキン生産量 1.1億羽（全国3位）

農業新品種数 13品種（全国7位)

✓再エネポテンシャル
陸上風力

209億kwh（全国2位）

地熱

11億kwh（全国2位）

沿岸エリア 海洋資源と物流インフラ整備

✓海洋資源
漁業・養殖業生産額

295億円（全国14位)

✓大型ｸﾚｰﾝ設置や新航路の
開設等でｺﾝﾃﾅ取扱増加

釜石港 6,444TEU（2023）

※ TEU=20ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅ1個

県南エリア ものづくり産業が集積

✓自動車、半導体関連産業が
集積。県外進出企業が多く、
岩手県の製造品出荷額の
大半を占める

2.7
兆円

70％

製造出荷額の
県内エリア毎

の割合

人口 116万人

県内総生産(名目) 4.6兆円

県央

県北

沿岸

県南

ﾄﾖﾀ自動車東日本㈱
岩手工場
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ROE/RORA/財務レバレッジ推移

7.40

7.60

7.80

8.00

8.20

8.40

8.60

8.80

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

財務レバレッジ

ROE

RORA

年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

ROE(株主資本ﾍﾞｰｽ) 4.69 6.29 3.33 2.48 2.22 1.68 2.36 3.01 2.33 

RORA 0.58 0.81 0.42 0.31 0.27 0.20 0.28 0.36 0.26

財務レバレッジ 8.10 7.81 7.92 8.08 8.19 8.42 8.48 8.44 8.69

ROE（当期純利益/株主資本） RORA（当期純利益/リスクアセット） 財務ﾚﾊﾞﾚｯｼﾞ（リスクアセット/株主資本）

【ROE分解式】

【ROE・RORA・
財務ﾚﾊﾞﾚｯｼﾞ推移(連結）】

適切な財務レバレッジコントロールのもと、ROEと相関性の高いRORA向上を追求

= ×
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株主の状況

発行済株式数 1,849万株

6,041 6,529 7,344 7,517 

569 
546 

552 549 
142 

89 
108 111 

6,752 7,164 
8,004 8,177 

2020 2021 2022 2023

個人 法人等 海外

2020 株主名 持株数（万） 持株比率（％）

NORTHERN TRUST CO（シルチェスター） 85.5 4.86

日本マスタートラスト信託銀行（信託口） 83.6 4.75

岩手県企業局 61.1 3.47

日本カストディ銀行（信託口） 61.0 3.47

岩手県 57.6 3.27

明治安田生命保険 48.1 2.73

NORTHERN TRUST CO（シルチェスター） 46.6 2.65

上位株主（自己株式 114万株 を除く）

2023 株主名 持株数（万） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行（信託口） 140.7 7.60

日本カストディ銀行（信託口） 88.8 6.13

QRファンド投資事業有限責任組合 69.4 3.75

岩手県企業局 61.1 3.30

岩手県 57.6 3.11

岩手銀行持株会 55.4 2.99

CEPLUX-THE INDEPENDENT UCITS PLATFORM 47.1 2.54

持株比率の推移

株主数の推移

23.6 26.0 31.1 31.1

50.5 50.3
49.6 50.6

21.0 17.3 13.1 12.2
4.9 6.4 6.2 6.1

2020 2021 2022 2023

個人 法人等 海外 自己株

（人）

（％）

貯蓄から投資への流れで個人株主数は年々増加。低PBRなどから、バリュー株と捉えられているとの認識
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グループ会社

グループには様々な機能を拡充。銀行本体との連携により、事業者支援や地域振興を促進

いわぎんリース

ローンとリースの

ワンストップ営業、

サステナブルリー

スの推進

いわぎん未来投資

先端技術を持つ域外の

スタートアップ企業へ

投資。投資先企業と協

業することで事業領域

拡大へ

いわぎんｸﾚｼﾞｯﾄｻｰﾋﾞｽ、いわぎんﾃﾞｨｰｼｰｶｰﾄﾞ

142 
151 155 162 

2022 2023 2024 2025

リース債権残高（億円）

295 
316 317 316 

2022 2023 2024 2025

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ取扱高（合算、億円）
新規加盟店の獲得に

加え、キャッシュレ

ス導入支援等による

加盟店売上の増強を

支援

いわぎんリサーチ＆コンサルティング

manordaいわて

M&A・事業承継、経

営支援、人材紹介等

の増強

ブランディング支援、

公民連携事業、アラ

イアンス活用等を通

じた地域の活性化。

再エネコンサル事業

も手掛ける

131 
212 

2022 2023 2024 2025

支援先数（件）

リース コンサル

キャピタル

地域商社カード

2.5 2.0 2.2

1.0
1.1 1.1

0.6
0.6 0.5

4.2 3.7 3.8 3.9

2022 2023 2024 2025

売上高(億円）

その他
経営支援
M&A,事業承継

いわぎん事業創造キャピタル

岩手県のベンチャー

や岩手に関連するベ

ンチャー企業へ投資。

IPOのサポートも担

う

15 
16 

19 

2022 2023 2024 2025

投資実行累計額（億円）

キャピタル CVCﾌｧﾝﾄﾞ投資先数目標

新設から5年で30件程度

23/10新設以降の実績

1.3億円



総合企画部 広報室

TEL：019-623-1111（代表）

E-MAIL: ir-gpd@iwatebank.co.jp

・本資料には、将来の業績に係る記述が含まれております。

・将来の業績に係る記述内容は、将来の業績を保証するものではなくリスクや

不確実性を内包するものです。

・将来の業績は、経営環境等の変化等により異なる可能性があることにご留意

ください。

mailto:ir-gpd@iwatebank.co.jp

